
第Ⅶ期計画　　　【定常観測】

電離層（情報通信研究機構）

計　　画 実　 績・成　 果 自己点検
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価意見
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価結果： A 評価結果： A

　電離層は太陽－宇宙環境の変化、超高層大気の状態に
よって変化する。この領域は通過する電波の伝搬に強い影
響を及ぼし、超高層大気の変動を観測する重要な手段とも
なる。このため、国際電波科学連合（URSI）を中心に、電離
層の世界観測網を組織し、太陽－地球環境現象をモニ
ターして世界資料センターから公開されている。また、観測
データは国際電気通信連合無線通信部門（ITU-R*註1）の
電波伝搬に関する基礎資料となっている。国際宇宙天気
予報サービス（ISES）ではグローバルな宇宙－地球環境情
報を解析し、変動の予・警報を発令する基礎資料として国
際的な観測網を展開している。昭和基地における電離層
観測は昭和基地で実施されている地球物理的観測と合わ
せて宇宙－地球環境変動の研究に寄与するとともに、宇
宙天気予報推進の重要な基礎資料となる。第VII期計画で
は以下のように電離層観測を実施すると共に、宇宙天気予
報に必要な観測情報をリアルタイムに収集、公開し、利用
するための施設の整備を進める。また、観測機器の高信頼
化、ネットワーク化を推進し、観測隊員の負担を軽減する。
　①電離層の観測
　　 国際基準に基づく電離層電子密度プロファイル、電波
伝搬特性を観測し、宇宙天気予報に利用するほか、世界
資料センターに送付し、世界的利用に供する。長期間にわ
たる観測データの蓄積により、地球環境の長期変動解析
の基礎資料に資する。
　②宇宙天気予報に必要なデータ収集
　　 宇宙環境変動を示すオーロラ、地磁気、電離層電場等
の情報のリアルタイムデータ収集を実施し、宇宙天気予報
に提供する他、速報データとして公開し、世界的利用に供
する。
　③電離層の移動観測
　　 ITU-Rの勧告に基づき、電波伝搬に影響する電離層の
状態を航海中の船上で行い、広い距離範囲にわたる電波
伝搬の資料を収集してITU-Rに送付し、世界的利用に供す
る。
　　 *註1：電気通信分野における国際連合の専門機関で
ある国際電気通信連合（ITU: International
Telecommunication Union）の無線通信部門（ITU-
Radiocommunication Sector）で、無線通信に関する国際的
規則である無線通信規則（RR: Radio Regulations）の改
正、無線通信の技術・運用等の問題の研究、勧告の作成
及び周波数の割当て・登録等を行っている。

　極域特有のトラブルや、一部観
測装置の老朽化に伴う不具合・
故障に見舞われたものの、隊員
の努力によりデータ欠損を最小限
にとどめ、概ね安定して観測を実
施できた。
　観測データを国内にリアルタイ
ム伝送するためのシステムが安
定的に運用できるようになり、こ
のシステムを用いて、データは宇
宙天気予報等の利用や速報デー
タとしてWeb等を通じ、関連研究
者や一般に公開されている。
　ネットワークの安定運用により
国内からの観測管理や早期の障
害発見・対応が可能となった。観
測装置の更なる省力化・自動化を
推進し、より効率的・安定的な観
測システムの運用の実現を推進
していきたいと考えている。

①電離層の観測
　極域電離圏の電子密度の高度プロファイルを観測するため、15分毎の
イオノグラム取得を実施。従来型のパルス方式イオノゾンデは第Ⅶ期中
ほぼ安定して運用。一方、極域電離層の高度変化や波動現象等も観測
可能なパルスドチャープ方式（FMCW方式）電離層レーダの整備・開発を
継続して実施し、第Ⅷ期での定常運用に向けた準備を進めた。観測によ
り得られたイオノグラムは、電離層パラメータの読みとり・整理後、ITU-R
等の電離圏モデリングの資料に提供。
　この他、リオメータ吸収観測を第Ⅶ期中ほぼ安定して実施。観測データ
は、電離層垂直観測の補助データ等として利用。
　極域における電離層垂直観測データは昭和基地でのみ長期継続中。
近年では、電離層高度長期変動と地球温暖化との関連が指摘されるな
ど、電離層長期観測データの重要性が高まっている。
　また、50MHz、112MHzの2種類のレーダを用いて、オーロラ現象に伴う
極域の電離圏擾乱等を連続的に測定し、長期間の観測データを蓄積。
南極では唯一のオーロラレーダ観測であり、大型短波レーダと組み合わ
せた観測により、極域のＥ領域の擾乱とＦ領域の擾乱の総合的な観測が
可能。観測データは、電離圏擾乱の発生領域の時系列マップ等に処理
後、研究者に提供。また、リアルタイムデータは情報通信研究機構の宇
宙天気情報業務に提供。

②宇宙天気予報に必要なデータ収集
　宇宙天気予報に必要な極域観測データを国内にリアルタイム伝送する
ためのシステムを着実に運用した。リアルタイム伝送は、即時性が必要
な宇宙天気予報等に活用し、速報データとしてWeb等を通じて公開した。
また、リアルタイムに現地の状況が把握できることにより、国内からの観
測管理や早期の障害発見・復旧に大いに役立っている。

③電離層の移動観測
　長波標準電波の電界強度と位相の測定を48次隊より実施し、得られた
測定結果を用いて電界強度計算法の改定案をITU-Rに提案し、距離1万
6000kmまでの電界強度計算法として勧告が採択された。

　南極で唯一昭和基地が電離層観測を長期間継
続していることは国際的に大いに貢献している。
第Ⅶ期も問題なく安定的に観測を実施できたこと
は高く評価できる。
　特に第Ⅶ期のしらせ南極航路上での観測結果
から我が国の提案する電界強度計算法の精度が
検証され、ITU-Rの長波電界強度計算法の勧告
に採択されたことは、大きな成果と言える。
　極域観測データの情報発信については、ネット
ワークを介したリアルタイム伝送システムを安定
的に運用できていることは高く評価できる。
　自動化・効率化に関しては、将来的には完全無
人運用を期待したい。

　電離層に関する観測データは、中・長期的な地
球環境変動を推定するために有用であり、国際的
機関から高く評価されている。特に50年以上の蓄
積された電離層観測やオーロラレーダーの観測
データ等は、国際的な観測機関として提供してお
り、十分に成果を上げている。今後も、観測データ
の蓄積と電子化を図り、リアルタイムでの伝送や
省力化を推進すための体制の構築が期待され
る。

Ｓ：特に優れた実績・成果を上げている。
Ａ：計画通り、又は計画を上回った実績・成果を上げている。
   （達成度１００％）
Ｂ：計画を若干下回っているが、一定の実績・成果を上げている。
   （達成度７０～１００％）
Ｃ：計画を大幅に下回っており、改善が必要である。
   （達成度７０％未満）
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第Ⅶ期計画　　　【定常観測】

気象（気象庁）

計　　画 実　 績・成　 果 自己点検
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価意見
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価結果：Ａ 評価結果：Ａ

次頁に続く

　昭和基地では、一時閉鎖した期間を除き、第1次観測から
地上気象観測を、第3次観測からは高層気象観測を、第5次
観測からはオゾン層や大気混濁度の観測を開始し、長期間
にわたるデータの蓄積を行っている。また、第32次観測か
らは日射・放射観測を強化、さらに第V期計画の第38次観測
からは地上オゾン濃度の観測も実施し、気候・環境関連の
基礎的観測データを定常的に提供する体制を整備してい
る。これらの観測は、世界気象機関（WMO）の国際観測網の
一翼を担って実施されており、その資料は即時的に各国の
気象機関に通報され、日々の気象予報に利用されるほか、
温暖化やオゾン層破壊等の地球環境問題の解明と予測に利
用されており、今後も気候・環境研究における基礎的観測
データの重要性は高い。さらには地球規模的な気候変動の
監視のため、極域の昭和基地での定常観測を維持すること
とし以下の観測項目を実施していく。各種観測装置につい
ては最新技術の導入による効率化を目指すこととする。

①地上気象観測
　全球気候観測システム（GCOS）の観測点であり、野外活
動支援に不可欠であることから従来から実施してきた地上
気象観測を継続する。

②高層気象観測
　GCOSの観測点であり、野外活動支援にも必要であること
から、レーウィンゾンデによる高層気象観測を継続する。
なお、観測精度の向上・保守作業の軽減等のため観測方法
をこれまでの自動追尾方式からGPS方式に変更する。

③オゾン観測
　全球大気監視計画（GAW）の観測点であることから、オゾ
ン分光観測、オゾンゾンデ観測、紫外域日射観測、地上オ
ゾン濃度観測を継続する。

④日射・放射量観測
　世界気候研究計画（WCRP）の基準地上放射観測網
（BSRN）の観測点であり、かつGAWの観測点であることか
ら、日射・放射量の観測を継続する。

　世界的に環境への関心が高い現在、地球規模的
気候変動の定常的観測の意義は非常に大きく、第
Ⅶ期でも計画通りの観測が実施できたことは高く評
価できる。
　観測システムの自動化・省力化は着実に進んでい
て、高層観測でのGPS方式の導入等、その成果も上
がっている。　南極の環境条件を考慮すれば、すべ
ての観測で完全自動化は相当実現困難と思われる
が、紫外線分光観測での太陽自動追尾装置や基地
周辺の気象観測での無人ロボット気象計等、今後出
来る限りの自動化・無人化導入が期待される。
　観測データの情報発信についてもデータセンター
を通じて世界の気象機関へ提供され、国内外の研
究機関にはCD-ROMによる提供、また気象庁ホーム
ページを通じて広く一般国民にも提供されるなど利
用層の拡大が図られていることは高く評価できる。

　計画すべてを達成し、作業効率化・精度向上など
を図ることができた点などは高く評価することができ
る。データ提供や関係者とのデータ・情報の交換な
ど今後の進展も期待できる。なお、オゾン層の監視
等については、昨今の環境保護の動きの高まりか
ら、より一層精緻かつ多層的な研究が広く望まれて
いることに鑑みて、さらなる挑戦が期待されているこ
とも付記しておく。

　気象観測データは国際的手法に基づいて取得し、
世界気象機関等に提供され、国内外から高い評価
を受けている。特にオゾン観測はオゾンホールの発
見や監視に関して国際的にも先導的な役割を担って
おり、十分な実績と成果を上げている。今後も、南極
オゾン量や地球温暖化などの監視に寄与するため
の気象観測について、継続的な観測の蓄積が期待
される。

　第Ⅶ期においては、より精度の高い観測データの取得
と作業の省力化を行うため、以下の改善を図った。
・高層気象観測及びオゾンゾンデ観測の追尾方法をＧＰ
Ｓ方式に切り替えることにより、風向・風速の精度向上
や作業軽減を図った。
・オゾンゾンデ観測については、より国際的に広く使用
されている観測センサーを導入し、精度の向上を図っ
た。また、第Ⅶ期に計画した観測については、目標通り
実施することができた。また、観測データから、気候の
指標となる2010年までの過去30年間の最新の平年値や極
値を各観測項目について作成した。これらデータについ
ては、ＷＭＯが指名する各データセンターに送付し、国
内外の研究者に提供するとともに、気象庁ＨＰ等にを通
じ、観測成果を広く国民に提供することができた。

　①地上気象観測については、計画通りの観測が実施す
ることができた。特に、各国の気象機関への観測データ
の通報について、インターネット回線への移行により、
より安定した提供が可能となった。

　②高層気象については、計画通りの観測を実施するこ
とができた。特に、発信器の位置を把握する方式をＧＰ
Ｓ方式に移行したことにより、風向風速の精度が向上し
たほか、作業の軽減を図ることができた。また、50次に
おいては、傭船による輸送量の制限があったため、観測
に必要なヘリウムガス（3000立米）を事前の49次で輸送
することにより、必要な観測を実施することができた。

　③オゾン観測については、計画通りの観測を実施する
ことができた。得られたデータから、南極の上空はオゾ
ン量が記録的に少ない状況であることを確認することが
できた。特に、オゾンゾンデ観測については、観測セン
サーを国際的に使用されている方式に変更し、精度面で
の向上を図った。なお、新方式の観測に使用する反応液
の使用期限は３か月と短期間のため、職員が基地で適
宜、反応液を調合することで対応している。

　④日射・放射観測については、計画通りの観測を実施
することができた。

　計画した気象観測は、全
て計画通り実施することが
できた。
　期中において、高層気象
観測及びオゾンゾンデ観測
のゾンデの追尾方法のＧＰ
Ｓ方式への切り替え、オゾ
ンゾンデへの新方式のセン
サー導入を実施し、作業の
効率化と精度の向上を図っ
た。
　また、気候の指標となる
最新の平年値や極値を作成
した。
　地球温暖化をはじめとし
た気候変動の監視や南極オ
ゾン層の監視等に寄与する
ため、得られた観測データ
等は、ＷＭＯが指名する
データセンターを通じ、研
究者に幅広く提供するとと
もに、国民の地球環境等へ
の意識の醸成のため、気象
庁HP等を通じて観測成果の
提供を行った。

Ｓ：特に優れた実績・成果を上げている。
Ａ：計画通り、又は計画を上回った実績・成果を上げている。
   （達成度１００％）
Ｂ：計画を若干下回っているが、一定の実績・成果を上げている。
   （達成度７０～１００％）
Ｃ：計画を大幅に下回っており、改善が必要である。
   （達成度７０％未満）
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気象（気象庁）

計　　画 実　 績・成　 果 自己点検
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価意見
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

　⑤気水圏で行っているエーロゾルゾンデの飛揚及び
データ取得に協力し、計画通りの観測を実施する事がで
きた。

　⑥インターネットで周辺国の情報を入手することによ
り、より精度のよい天気解析を行うことができた。さら
に、昭和基地周辺の航空施設を利用する航空機に向け
て、基地周辺の気象情報を提供する等の支援を強化し
た。

⑤特殊ゾンデ観測
エーロゾルの観測はオゾン層破壊や日射量変動と密接に関
係することから特殊ゾンデを用いて観測を継続する。

⑥天気解析
観測隊の野外活動の多様化、航空路の拡大等に伴い、気象
情報の重要性が更に増加すると考えられる。これらに対応
し天気解析を継続するとともに、昭和基地で利用可能な気
象資料の拡充を図る。

第Ⅶ期計画　　　【定常観測】
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第Ⅶ期計画　　　【定常観測】

測地（国土地理院）

計　　画 実　 績・成　 果 自己点検
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価意見
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価結果：Ａ 評価結果：Ａ

次頁に続く

　近年、衛星利用技術を始めとする各種の新技
術の開発・実用化が進展し、南極地域を含めた
グローバルな視点からの測地観測及び地理情報
整備が重要となっている。このため、測地基準
系についてはSCAR測地地理情報部会（WGGGI）勧
告に基づき、現行の測地基準系1967から国際基
準系（ITRF）に改訂する。また、国際GNSS事業
（IGS）に参加し、GPS連続観測を実施するな
ど、昭和基地における観測等を通じて測地・地
理情報に関する国際的活動に貢献するととも
に、各種観測を充実し、南極地域の測地学的
データ及び地理情報の整備を進める。特に、本
年から運用が予定されているALOS（PALSAR、
PRISM、AVNIR-2）を利用した観測等について
は、その運用期間を考慮して、第Ⅶ期計画期間
より着手し重点的に取り組むものとする。
①測地測量
　国際基準系への改訂を目的にGPS観測を行うと
ともに、地殻変動・氷床変動の検出を目的とし
た干渉SAR観測、GPS観測、水準測量、絶対重力
測量を実施する。
②人工衛星を利用した地形図作成
　ALOS画像等により、DEM抽出、地形図作成、氷
縁変動検出等を行うとともに、地球地図の更新
を行う。また、航空機搭載レーザスキャナ等に
よる詳細な地表面の形態及び変動観測の可能性
について検討する。

①測地測量
　計画どおりの実績・成果を
得ることができた。得られた
成果は、国立極地研究所及び
南極観測関係機関等を含め、
広く一般に公開されている。

②人工衛星を利用した地形図
作成
　利用可能なALOSデータの取
得時期が遅くなったこと等に
伴いⅧ期に繰り越された一部
の観測を除き、概ね計画どお
りの実績・成果を得ることが
できた。得られた成果は、国
立極地研究所及び南極観測関
係機関等を含め、広く一般に
公開されている。

　測地測量については計画どおりの成果が得られ
た。　特にラングホブデにおける太陽光発電とキャ
パシタを利用した２４時間無人のGPS連続観測に
よりポストグレーシャルリバウンドを検出できたこ
と、また、国際的に非常に精度の高い絶対重力測
量を実施し、その結果、ポストグレーシャルリバウ
ンドの速度が算出できたことは、大きな成果として
評価できる。
　人工衛星を利用した地形図作成については、一
部計画は繰り越されたが、これは陸域観測技術衛
星（ALOS）の打ち上げ延期によるもので、評価結
果に影響を及ぼすものではない。

　昭和基地における基準点観測、GPS連続観測、
重力測量などは国際的な枠組みに基づいて計測
され、その成果は国内外の研究機関から高く評価
され、計画を上回った実績と成果を上げている。
特に重力測量は50年以上継続しており、国際的
に重力変化の観測機関として寄与している。ま
た、人工衛星を利用した地形地図作製に勢力的
に取り組むなど、更なる成果が期待できる。

　計画通りにほぼ実施でき、得られた成果を広く
一般に公開している点で高く評価できる。一部次
期に繰り越した観測についても期待が大きいと考
えられる。

①測地測量
【昭和基地でのGPS連続観測】国際GNSS事業（IGS）のReference Frame
点として、24時間連続観測を実施した。2008年に、30秒観測データに加
えて1秒観測データの取得が開始されるとともに、それまで1日毎のみで
あったIGSへのデータ提供間隔に1時間毎が追加された。IGSへ提供され
たデータは、GNSSの精密軌道情報の解析や国際地球基準座標系の算出に
利用された。

【ラングホブデでのGPS固定観測】自立型（無人）のGPS固定観測装置に
よる24時間連続観測を実施した。得られた観測データは、ポストグレー
シャルリバウンドの検出に利用された。

【基準点測量】基準点46点について、測地基準系1967に基づく従来の成
果を国際地球基準座標系に基づく成果（座標値）に改定した。

【重力測量】昭和基地の観測点において、国際絶対重力基準網
（IAGBN）のA点に選定されてから5回目の絶対重力測量を実施し、IAGBN
が定める以上の精度で成果を得た。得られた成果からポストグレーシャ
ルリバウンドの速度が算出され、この速度は地形学データから推定され
ている隆起速度と調和的であった。また、露岩域の基準点41点において
相対重力測量を実施した。

【干渉SAR観測】氷床変動を面的に検出するため、陸域観測技術衛星
（ALOS）のPALSARデータによる解析を実施した。解析結果は、S16周辺
の氷床上の観測点におけるGPS観測の結果（年間移動量:西北西5m）とほ
ぼ一致していた。

【水準測量】昭和基地の多目的アンテナにおけるコロケーション（結
合）観測のため、既存の水準点2点との間で取付観測を実施した。

②人工衛星を利用した地形図作成
【DEM（デジタル標高モデル）抽出】整備可能な標高データの品質等に
ついて検証を行った後に整備を開始する予定であったが、ALOSの打ち上
げ延期に伴い利用可能なデータの取得時期が遅くなったことから、Ⅶ期
では検証までを実施した。

【地形図作成】2.5万分1地形図全72面及び5万分1地形図21面の計93面に
ついて、測地基準系1967から国際地球基準座標系へ変換するとともに、
ALOS画像等を利用して地形図データの修正を行った。また、2.5千分1地
形図4面のベクトルデータを作成した。

Ｓ：特に優れた実績・成果を上げている。
Ａ：計画通り、又は計画を上回った実績・成果を上げている。
   （達成度１００％）
Ｂ：計画を若干下回っているが、一定の実績・成果を上げている。
   （達成度７０～１００％）
Ｃ：計画を大幅に下回っており、改善が必要である。
   （達成度７０％未満）
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第Ⅶ期計画　　　【定常観測】

測地（国土地理院）

計　　画 実　 績・成　 果 自己点検
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価意見
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

【氷縁変動検出】衛星画像図を周期的に作成し、氷縁変動検出の基礎
データを作成することにしていたが、ALOSの打ち上げ延期に伴い必要な
範囲のALOSデータが揃わなかったため、Ⅷ期に繰り越すこととした。
　
【地球地図の更新】南極を含む全球陸域をカバーする地球地図第1版
（樹木被覆率、土地被覆）データの整備を2008年に行った。

【レーザスキャナ等による観測の可能性検討】国土地理院内に委員会を
設けて検討するとともに、国立極地研究所、大学等の研究機関に対して
南極地域の基礎データに関する調査を行い、露岩域及び氷床の形態とそ
の変動の観測等において3次元精密地形情報は有効で必要性があるとの
結論を得た。
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第Ⅶ期計画　　　【定常観測】

海洋物理・化学（海上保安庁）

計　　画 実　 績・成　 果 自己点検
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価意見
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価結果：Ａ 評価結果：Ａ

　世界の三大洋と接している南極海には、大陸
を取り巻いて流れる巨大な南極周極流があり、
また、南極大陸付近で沈降した海水が深層水と
なって、世界の海の深層に広がるとともに、三
大洋をめぐる海洋深層循環を駆動しており、地
球環境変動と密接に関わっている。この南極海
の海況変動を監視し、その影響を把握するため
海洋物理・化学観測を継続実施する。また、人
間活動による直接的な汚染の少ない南極海の海
洋汚染状況を監視することは、地球環境汚染の
指標として大変重要である。さらに、南極大陸
周辺の海底地形は、基本的な海洋特性を規定す
るだけではなく、地形形成を通して地球規模の
変動を物語るものとして大変重要であることか
ら、海底地形調査を継続実施するとともに、海
底地形図の整備充実を図る。収集された観測
データは、地球規模の海洋変動を把握するため
国際的なプロジェクトとして推進されている世
界海洋観測システム（GOOS）や大洋水深総図
（GEBCO）の活動において、観測機会の少ない南
半球における貴重なデータとして調査・研究に
貢献している。

①海況調査
　南極海における海水循環等を解明するため、
同海の海流、水温、塩分等の測定や海水の化学
分析を継続して行う。
②海洋汚染調査
　南極海における海洋環境の把握及び海洋汚染
監視のため、海洋汚染物質濃度の測定を継続し
て行う。
③海底地形図の整備
　昭和基地周辺海域において海洋測量を実施
し、海底地形図の整備を行う。また、水深デー
タは、海図及び海の基本図の基礎資料として活
用する。
④南極海における南極周極流並びに深層循環の
観測
　人工衛星を利用した漂流ブイ及び中層フロー
トを放流し、南極周極流及び深層循環の観測を
継続して行う。

ⅰ) 海況調査(ⅳ 漂流ブ
イによる南極周極流調査
を含む。)
　世界の三大洋と接して
いる南極海の海況変動を
研究するための基礎デー
タの提供に貢献してき
た。

ⅱ) 海洋汚染調査
　地球環境汚染の指標と
して、南極海における海
洋環境汚染状況を研究す
る基礎データの提供に貢
献してきた。

ⅲ) 海底地形図の整備
  海底地形特性を規定す
るだけでなく、地形形成
を通した地球規模での大
陸移動把握の研究に貢献
してきた。

　地球規模の環境変動と密接に関わって
いる南極海の海洋物理・化学の基礎デー
タを継続的に観測、蓄積していることの意
義は非常に大きく、高く評価できる。　ま
た、そのデータが世界海洋観測システム
（GOOS）や大洋水深総図（GEBCO）の活
動に有効利用されていることも国際的に高
く評価される。
　音響測深機による海底地形調査の結
果、国際水路機関（IHO）から我が国に割り
当てられた３海域の国際海図を整備したこ
とは大きな成果と言える。
　漂流ブイによる南極周極流の漂流速度
の調査結果が南極周極流の平均表面流
速の解明に寄与した功績は大きい。

　海洋物理・化学データの収集は南極海
における海洋環境の調査の国際的なプロ
ジェクトとして位置付けられている。特に海
洋汚染調査として収集したデータは国内外
において有用なデータとして活用され、計
画を上回った成果を上げている。今後も、
海洋物理・化学観測観測を通じた海況や
海洋汚染調査に関わるデータの収集と分
析が期待できる。

　海洋の概況調査は、海洋汚染調査や海
洋資源調査とも深く関連して、今後とも一
層のデータ蓄積と、より高度のデータ解
析、影響の見通しなどが望まれるであろ
う。その点で、本観測の今後の発展も含め
た今次の実施状況は高く評価される。

ⅰ) 海況調査
　海洋構造や水塊形成に寄与する基礎データを蓄積。
　これまでの継続的観測により、地球規模の環境変動に大きな影響を与えている南
極海における水温・塩分前線(フロントを含む詳細な水温構造)、南極周極流の地衝
流量とその分布、経年変化の解明に寄与。51次隊から新しらせの就航にともない観
測体制を見直し、50次で当庁による調査を打ち切った

ⅱ) 海洋汚染調査
　採取した海水について油分、水銀、カドミウム等の海洋汚染物質濃度を継続的に
測定。南極海における海洋環境の把握するための基礎データを蓄積。51次隊から新
しらせの就航にともない観測体制を見直し、50次で当庁による調査を打ち切った。

ⅲ) 海底地形図の整備
以下、日本に割り当てのある国際海図（３海域）を整備した。
海図番号（国際海図番号）
図名
縮尺、刊行年月日
資料されている測量年データ
・Ｗ３９５０（ＩＮＴ９０４７）
　オングル島至ラングホブデ北岬
　1/25,000
　（分図）昭和基地及付近
　1/10,000、平成２１年３月１９日刊行
　１９７１年、１９７７年、１９７８年、１９９３年、１９９５年の測量データ
・Ｗ３９４１（ＩＮＴ９０４６）
　オングル諸島至スカルブスネス
　1/100,000、平成２２年３月４日刊行
　１９７１年、１９７７年、１９７８年、１９９３年、１９９５年の測量データ
・Ｗ３９２２（ＩＮＴ９０４５）
　リュツォ・ホルム湾及付近
　1/500,000、平成２３年２月３日刊行
　１９５９年～２００５年、１９９３年～１９９５年、２００８年の測量データ

ⅳ) 漂流ブイによる南極周極流の調査
　南極周極流域で放流した漂流ブイは、概ね南極周極流に乗って東向きに漂流し、漂流速
度から南極周極流の平均的な表面流速の解明に寄与。51次隊から新しらせの就航にともな
い観測体制を見直し、50次で当庁による調査を打ち切った。

　これらの観測データは、地球規模の海洋変動を把握するため国際的なプロジェクトの世界
海洋観測システム(GOOS)や大洋水深総図(GEBCO)の活動において、我が国をはじめ世界
の研究者により、基礎データとして有効活用された。

Ｓ：特に優れた実績・成果を上げている。
Ａ：計画通り、又は計画を上回った実績・成果を上げている。
   （達成度１００％）
Ｂ：計画を若干下回っているが、一定の実績・成果を上げている。
   （達成度７０～１００％）
Ｃ：計画を大幅に下回っており、改善が必要である。
   （達成度７０％未満）
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